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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

(注)平成22年3月期第3四半期の対前年同四半期増減率は、平成21年3月期第3四半期においては連結業績での発表をしているため記載しておりません。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 4,378 △41.7 △817 ― △938 ― △1,704 ―
22年3月期第3四半期 7,510 ― 324 ― 211 ― 88 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △9.85 ―
22年3月期第3四半期 0.51 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 11,004 △103 △0.9 △0.60
22年3月期 11,819 1,601 13.5 9.25

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  △103百万円 22年3月期  1,601百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,110 △44.0 △1,030 ― △1,220 ― 1,360 ― 7.86



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 173,142,890株 22年3月期  173,142,890株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  142,006株 22年3月期  136,555株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 173,003,935株 22年3月期3Q 173,010,263株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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橋梁業界は、ここ数年来続いている公共事業費の削減による影響から、鋼橋の発注量は大幅に減少

し、ピーク時の3分の1程度まで落ち込んでおります。加えて発注ロットの大型化による発注件数の減少

が顕著である等、依然として受注競争は熾烈さを極めております。 

  このような状況下、当社は当第3四半期累計期間（平成22年4月～平成22年12月）において、千葉県・

東京都およびJR東日本等の民間工事を受注いたしましたが、橋梁受注高は前年同期比36億70百万円減の

10億20百万円（前年同期比78.2%減）、総体として36億46百万円減の10億63百万円（前年同期比77.4%

減）に留まり、前年同四半期累計期間受注高を大きく下回る結果となりました。 

  完成工事高は、前期末受注残高の減少および当期における受注不振の影響により、橋梁では前年同期

比31億56百万円減の43億35百万円（前年同期比42.1%減）、総体では前年同期比31億32百万円減の43億

78百万円（前年同期比41.7%減）となりました。 

  損益面では、完成工事高の大幅な減少により、営業損失は8億17百万円（前年同四半期営業利益は3億

24百万円）、経常損失は9億38百万円（前年同四半期経常利益は2億11百万円）となりました。また、経

常損失の発生に加え、第2四半期に行った法人税等調整額の見直しにより四半期純損失は17億4百万円

（前年同四半期純利益は88百万円）となりました。 

  当社はこれらの状況を打開するため、入札結果の徹底した分析と、第3四半期までに技術提案部門の

組織強化を行いました。さらに直近では営業部門の組織体制の見直しを図り、全社総力を挙げて受注活

動に取り組んでおります。これらの対策の結果、第4四半期に入札が予定されている大型工事の、総合

評価方式における技術評価点は、着実に向上しております。今後も営業・技術提案部署を中心に全社員

の英知を結集し、第4四半期中の受注獲得に向けて邁進してまいります。 

  財務面では、当第3四半期会計期間末の純資産は1億3百万円の債務超過となりましたが、昨年12月15

日に開示しました市川本社工場の譲渡につきまして、当期末に予定しております所有権移転手続きの完

了による譲渡益の計上等により、債務超過は第4四半期中に解消される見込みです。 

  また、譲渡代金の中から借入金の返済に充当することにより、当社が抱える多額の有利子負債を大幅

に圧縮できる見込みです。なお、本社工場の移転先につきましては、千葉県内を候補地として具体的に

検討を進めており、詳細が決定次第お知らせいたします。 

  

  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報
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①資産、負債及び純資産の状況 

当第3四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ8億14百万円減少し110億4百万円（前

事業年度末比6.9％減）となりました。この主な要因は、現金預金が7億94百万円増加したものの、完成

工事未収入金14億56百万円および未収入金1億30百万円が減少したことによるものであります。 

 負債については、前事業年度末に比べ8億89百万円増加し111億7百万円（前事業年度末比8.7％増）と

なりました。流動負債は74億48百万円となり、前事業年度末に比べ4億34百万円増加しました。この主

な要因は、短期借入金4億21百万円および工事未払金6億64百万円が減少したものの、市川本社工場の譲

渡による受取手付金が14億80百万円増加したことによるものであります。固定負債は36億59百万円とな

り、前事業年度末に比べ4億55百万円増加しました。この主な要因は、約定弁済により長期借入金が2億

32百万円減少したものの、繰延税金負債が7億4百万円増加したことによるものであります。 

 純資産については、前事業年度末に比べ17億4百万円減少し1億3百万円（前事業年度末比106.4％減）

の債務超過となりましたが、「2. その他の情報 （3）継続企業の前提に関する重要事象等の概要」に

記載のとおり、第４四半期中に債務超過は解消される見込みであります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第3四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）残高は、前事業年度

末と比べ7億94百万円増加し13億16百万円となりました。 

当第3四半期累計期間（平成22年4月～平成22年12月）における各キャッシュ・フローの状況とそれらの

主な要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果減少した資金は77百万円となりました。この主な要因は、売上債権が12億50百万円減

少したことにより資金が増加したものの、税引前四半期純損失9億50百万円の計上および仕入債務6億89

百万円の減少により資金が減少したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果増加した資金は14億5百万円となりました。この主な要因は、有形固定資産の売却に

係る手付金収入によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果減少した資金は5億33百万円となりました。この主な要因は、短期借入金3億円の返済

及び長期借入金2億32百万円の返済によるものであります。 

  

平成23年3月期の通期業績予想については、最近の業績の動向を踏まえ、平成22年12月15日に公表い

たしました業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日(平成23年2月9日)公表の「業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

(2) 財政状態に関する定性的情報

(3) 業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

（会計方針の変更） 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第1四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成20年3月31日 

企業会計基準第18号)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成20

年3月31日 企業会計基準適用指針第21号)を適用しております。 

  これによる、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える影響はありません。 

  

（表示方法の変更） 

（四半期損益計算書関係） 

前第3四半期累計期間において、表示しておりました「売上高」、「売上原価」及び「売上総利益」

につきましては、当第3四半期累計期間では科目の表示を実態に即してより明確にするため、「完成工

事高」、「完成工事原価」及び「完成工事総損失(△)」に変更しております。 

  

当社は、当第３四半期累計期間においても、完成工事高の減少により、8億17百万円の営業損失、9億

38百万円の経常損失および17億4百万円の四半期純損失を計上し、1億3百万円の債務超過となっており

ます。当該状況により継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。当社

はこれらの状況を打開するため、入札結果の徹底した分析と、第3四半期までに技術提案部門の組織強

化を行いました。さらに直近では営業部門の組織体制の見直しを図り、全社総力を挙げて受注活動に取

り組んでおります。これらの対策の結果、第4四半期に入札が予定されている大型工事の、総合評価方

式における技術評価点は、着実に向上しております。今後も営業・技術提案部署を中心に全社員の英知

を結集し、第4四半期中の受注獲得に向けて邁進してまいります。これに加え財務基盤の強化策とし

て、平成22年12月15日付け「固定資産の譲渡及び特別利益の計上に関するお知らせ」のとおり、市川本

社工場の譲渡契約に伴い、当期末に予定しております所有権移転手続きの完了による譲渡益の計上等に

より、第4四半期中に債務超過は解消される見込みであります。また、譲渡代金の中から借入金の返済

に充当することにより、当社が抱える多額の有利子負債を大幅に圧縮することができ、財務体質の改善

を図ることが可能となります。さらに、工場譲渡後の移転先としては、千葉県内を候補地として具体的

に検討を進めており、移転先に現在当社が保有する八街置場の機能を集約し生産の効率化を実現するこ

とにより、より一層のコスト削減に資するものと期待しております。 

  しかしながら、受注獲得に向けた諸施策の効果として技術評価点の向上している工事は、第4四半期

以降に開札を迎えることから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

  当社といたしましては、当該不確実性を出来るだけ速やかに払拭できるよう全社を挙げて鋭意努力し

てまいります。 

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,316 521

受取手形 27 －

完成工事未収入金 3,798 5,255

未成工事支出金 33 80

原材料及び貯蔵品 13 14

前渡金 40 31

繰延税金資産 － 41

未収入金 1 131

その他 112 52

流動資産合計 5,344 6,128

固定資産

有形固定資産

建物 2,170 2,169

減価償却累計額 △1,665 △1,635

建物（純額） 505 533

構築物 1,498 1,498

減価償却累計額 △1,145 △1,128

構築物（純額） 352 370

機械及び装置 2,883 2,881

減価償却累計額 △2,643 △2,600

機械及び装置（純額） 239 280

車両運搬具 64 64

減価償却累計額 △61 △60

車両運搬具（純額） 3 4

工具、器具及び備品 195 191

減価償却累計額 △156 △149

工具、器具及び備品（純額） 38 42

土地 4,301 4,301

建設仮勘定 61 －

有形固定資産合計 5,502 5,532

無形固定資産

電話加入権 0 0

無形固定資産合計 0 0

投資その他の資産

投資有価証券 115 115

関係会社株式 34 34

その他 8 9

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 157 158

固定資産合計 5,660 5,690

資産合計 11,004 11,819
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(単位：百万円)

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 553 578

工事未払金 466 1,130

短期借入金 4,050 4,471

1年内返済予定の長期借入金 464 464

未払費用 91 69

未払法人税等 9 10

未払消費税等 － 70

未成工事受入金 77 133

受取手付金 1,480 －

賞与引当金 31 57

工事損失引当金 192 1

その他 32 25

流動負債合計 7,448 7,013

固定負債

長期借入金 2,089 2,321

退職給付引当金 721 737

環境対策引当金 10 10

繰延税金負債 833 129

その他 4 5

固定負債合計 3,659 3,204

負債合計 11,107 10,218

純資産の部

株主資本

資本金 1,402 1,402

資本剰余金

その他資本剰余金 12 12

資本剰余金合計 12 12

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △1,505 198

利益剰余金合計 △1,505 198

自己株式 △12 △12

株主資本合計 △103 1,601

純資産合計 △103 1,601

負債純資産合計 11,004 11,819
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(2) 四半期損益計算書

【第３四半期累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 7,510 －

売上原価 6,737 －

売上総利益 772 －

完成工事高 － 4,378

完成工事原価 － 4,727

完成工事総損失（△） － △348

販売費及び一般管理費 447 469

営業利益又は営業損失（△） 324 △817

営業外収益

受取利息及び配当金 1 0

その他 1 1

営業外収益合計 2 2

営業外費用

支払利息 110 111

その他 5 11

営業外費用合計 116 123

経常利益又は経常損失（△） 211 △938

特別利益

前期損益修正益 6 －

固定資産売却益 0 －

その他 － 0

特別利益合計 6 0

特別損失

固定資産除却損 7 0

事業構造改善費用 37 12

特別損失合計 44 12

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 173 △950

法人税、住民税及び事業税 8 8

法人税等調整額 76 745

法人税等合計 85 753

四半期純利益又は四半期純損失（△） 88 △1,704
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

173 △950

減価償却費 97 99

固定資産除売却損益（△は益） 7 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △22 △25

退職給付引当金の増減額（△は減少） △39 △15

工事損失引当金の増減額（△は減少） △25 191

支払利息 110 111

売上債権の増減額（△は増加） △1,221 1,250

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △65 48

仕入債務の増減額（△は減少） 247 △689

前渡金の増減額（△は増加） 391 △9

未収入金の増減額（△は増加） 101 130

未払消費税等の増減額（△は減少） △33 △70

その他 △7 △27

小計 △287 42

利息及び配当金の受取額 1 0

利息の支払額 △111 △109

法人税等の支払額 △10 △10

営業活動によるキャッシュ・フロー △407 △77

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △34 △73

有形固定資産の売却に係る手付金収入 － 1,480

子会社株式の売却による収入 570 －

その他 △0 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー 534 1,405

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 155 △300

長期借入金の返済による支出 △232 △232

自己株式の取得による支出 △651 △0

その他 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △728 △533

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △601 794

現金及び現金同等物の期首残高 1,145 521

現金及び現金同等物の四半期末残高 544 1,316
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橋梁業界は、ここ数年来続いている公共事業費の削減による影響から、鋼橋の発注量は大幅に減少

し、ピーク時の3分の1程度まで落ち込んでおります。加えて発注ロットの大型化による発注件数の減少

が顕著である等、依然として受注競争は熾烈さを極めております。このような状況下、当社は前年同四

半期累計期間の受注高を大きく下回る結果となり、当第3四半期累計期間においても、完成工事高の減

少により、8億17百万円の営業損失、9億38百万円の経常損失および17億4百万円の四半期純損失を計上

し、1億3百万円の債務超過となっております。当該状況により継続企業の前提に重要な疑義を生じさせ

るような状況が存在しております。 

  当社はこれらの状況を打開するため、入札結果の徹底した分析と、第3四半期までに技術提案部門の

組織強化を行いました。さらに直近では営業部門の組織体制の見直しを図り、全社総力を挙げて受注活

動に取り組んでおります。これらの対策の結果、第4四半期に入札が予定されている大型工事の、総合

評価方式における技術評価点は、着実に向上しております。今後も営業・技術提案部署を中心に全社員

の英知を結集し、第4四半期中の受注獲得に向けて邁進してまいります。これに加え財務基盤の強化策

として、平成22年12月15日付け「固定資産の譲渡及び特別利益の計上に関するお知らせ」のとおり、市

川本社工場の譲渡契約に伴い、当期末に予定しております所有権移転手続きの完了による譲渡益の計上

等により、第4四半期中に債務超過は解消される見込みであります。また、譲渡代金の中から借入金の

返済に充当することにより、当社が抱える多額の有利子負債を大幅に圧縮することができ、財務体質の

改善を図ることが可能となります。さらに、工場譲渡後の移転先としては、千葉県内を候補地として具

体的に検討を進めており、移転先に現在当社が保有する八街置場の機能を集約し生産の効率化を実現す

ることにより、より一層のコスト削減に資するものと期待しております。 

  しかしながら、受注獲得に向けた諸施策の効果として技術評価点の向上している工事は、第4四半期

以降に開札を迎えることから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

  なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確

実性の影響を四半期財務諸表には反映しておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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4. 補足情報

完成工事高、受注高及び受注残高

完成工事高 （単位：百万円未満切捨）

区  分

前第3四半期累計期間 当第3四半期累計期間 前事業年度

(自 平成21年4月1日
  至 平成21年12月31日)

(自 平成22年4月1日
  至 平成22年12月31日)

(自 平成21年4月1日
  至 平成22年3月31日)

金額 金額 金額

 鋼構造物 7,491 4,335 10,886

 その他 19 43 24

 合  計 7,510 4,378 10,910

受注高 （単位：百万円未満切捨）

区  分

前第3四半期累計期間 当第3四半期累計期間 前事業年度

(自 平成21年4月1日
  至 平成21年12月31日)

(自 平成22年4月1日
  至 平成22年12月31日)

(自 平成21年4月1日
  至 平成22年3月31日)

金額 金額 金額

 鋼構造物 4,691 1,020 5,092

 その他 19 43 24

 合  計 4,710 1,063 5,117

受注残高 （単位：百万円未満切捨）

区  分

前第3四半期会計期間末 当第3四半期会計期間末 前事業年度末

(平成21年12月31日現在) (平成22年12月31日現在) （平成22年3月31日現在）

金額 金額 金額

 鋼構造物 9,446 3,138 6,453

 その他 － － －

 合  計 9,446 3,138 6,453

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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